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退 任 挨 拶
「退任挨拶」 副会長  山　下　浩　一　会員
　私が以前ひな壇に上がったのは平成3年2月から平成4年6月までの第１、2代の時でした。当時は親クラブの北
RC指導のもと、例会、理事会を行っていました。その後職業奉仕委員長を行いましたが、理事もその後行っていま
せんでした。3年前平成28年4月末で分娩を止めましたので理事職に復帰しました。副会長は宴会の最後だけ話
せば良いと思っていましたが、竹本会長の代役も2回務めさせて頂きました。原稿提出が一番の苦痛でした。（国
語では作文が一番嫌いでした。）一年間お世話になりました。なお次期は会長で一年お付き合いお願いします。
「退任挨拶」 　副幹事  鈴　木　一　生　会員
　まずはじめに、本年度 副幹事を務めさせて頂きまして、非常に良い経験を積ませていただきましたことをお礼
申し上げます。至らぬ点も多々あったかと思いますが、会全体の大まかな流れを勉強するには非常に良いポジ
ションだと感じましたし、時に紛糾する理事役員会の空気も貴重な経験だったと思います。
　さて、はじめてのひな壇として副幹事を一年経験して感じたことを述べたいと思います。
　一点目は、例会運営においてサポートくださる会員への感謝です。もちろん出席くださること自体がすでに有難いと思っております
が、運営という意味におきましてまだまだ不安の多い私ですので、特に安定して毎回早く会場へ来て下さり私の気づいていない事
や不安要素についてサポート下さった末吉会員の存在は非常に心強く感じました。毎回早く来てくださることに関して、「単に暇なん
じゃないか」という噂もありますが、私はそうではなく忙しい中時間を作ってくださっているのだと信じております。
　毎回早く会場へ来てくださるというところでは、親睦活動委員会の野田会員、小林会員にも同様に感謝しております。ただ野田会
員につきましては、もしかしたら暇なのかも知れないなと思います。
　二点目は例会出席率と例会場でのマナーについて、出席率に関しましては、数字以上に活気という意味ではもう少し上がってい
けば良いのかなと思います。事情は各々だと思いますし、お考えも様々だと思いますが。ちなみに私に「ロータリアンとして例会出席
は義務である」という事を言ってくださったのは、例会を長期欠席中だった小菅会員でした。またマナーに関しましては途中退出が
ひな壇から非常に見えてしまいますので、お仕事はお忙しいかと思いますが、出席率とともに例会60分間の着席率が上がればより
良いのかなと思いました。これは自分への戒めの意味でもあります。
　三点目はロータリークラブのような任意団体特有の難しさです。強制ではなく有志の集まりであることが、集団としてまとまることを
難しくしているという側面を非常に感じました。そもそもまとまる必要があるのか無いのかは別にして、やはり持ち場持ち場の責任者
の集まりですので個性が強い上、クラブに求めるものも違う。そして皆さん生活に困っていない。これらの要素は会としての強みであ
り弱みでもあると思います。そういった中、私自身正直まだどの程度の温度でロータリー活動に向かう事が良いのかまだ答えは出て
おりません。仕事と同様のものが良いのか、お茶を濁す程度が良いのか、この辺りは零細企業の経営者という自分の立場もふまえ
つつ、今後も答えを探し続けていこうと思います。
　以上簡単ですが副幹事の挨拶とさせて頂きます。一年間ありがとうございました。
「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  S.A.A.  小松原　隆　代　会員
　この1年間、大変つたないS.A.A.、会場監督でしたが、無事に最後まで務めさせて頂き、誠にありがとうござい
ました。頼りない小松原のサポートをして下さいました副S.A.A.の日笠会員の多大なるご尽力により、お陰様で、
目標金額を大きく上回るスマイルの集計額になりました事を、ここにご報告させて頂きます。そして、高い所からで
ございますが、ご協力頂きました会員皆さまに、心よりお礼を申し上げます。本年度は、会長を始めとするひな壇
の皆さまのご協力も大きく、この達成額に大きく貢献して頂きました。誠にありがとうございました。
　スマイルが何に使われるか、新しい会員の皆さまはご存知ないと思いますが、皆さまにご協力頂きましたスマイルは、社会奉仕、職
業奉仕、国際奉仕、インターアクトを含む青少年奉仕の四大奉仕活動の運営と京都朱雀RCとの交流に使われております。このスマ
イルが潤沢にある事によって、お陰様で本年度の奉仕活動もスムーズに進めて行くことが出来ましたことを、重ねて厚くお礼申し上
げます。
　さて、スマイルに関しましては、日笠副S.A.A.のご尽力で大変素晴らしい結果をもたらすことが出来たのですが、ついスマイルば
かりに気を取られ、本来の仕事である会場監督の仕事が少しおろそかになってしまった事は否めません。例会会場の席配置、
BGM、そしてゲストやビジターの皆さまへの配慮が今ひとつ出来ておらず、大変反省致しております。ホテルグランヴィアの当クラブ
担当者でいらっしゃいます高橋様に数々のサポートを頂き、滞りなく維持出来ていたような会場運営でございました。高橋様には、こ
の場をお借りして心よりお礼申し上げます。
　図らずも本年度は、歴史フォーラムのご案内の関係で、たくさんの他クラブを訪問させて頂きました。どのクラブも、S.A.A.の皆さま
のお気遣いが素晴らしく、ビジターを大変歓迎して下さいました事に感動致しました。当クラブは、そのお役を親睦委員会で担って
下さっておりますが、S.A.A.としても、もう少し出来たことがあるのではないかと、今退任のこの時期になりまして思う事しきりでござい
ます。この件は、次期S.A.A.の笠原、副S.A.A.の楠会員に引継ぎをさせて頂き、岡山北西ロータリークラブがさらに素晴らしいクラブ
になり、ビジターの方も当クラブへのご来訪を楽しみにお越し下さるようなクラブに進化できる事を願っております。
　小さな事への心配りの積み重ねが、そのクラブの価値をあげて参ります。自ずと、価値あるクラブに在籍する私ども会員の価値も
上がって参ります。その事をしっかりと認識して、S.A.A.を退きましてもS.A.A.の1年間の経験を活かして、全ての方々に配慮ある行
動を取ることが出来ますよう努力して行く所存でございます。
　23年間のロータリー経験の中で、初めての主要ひな壇でございましたが、大変有意義な体験をさせて頂きました事に感謝致しま
して、退任のお礼のご挨拶にさせて頂きます。皆さま1年間ご協力頂きまして、誠にありがとうございました。

「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副S.A.A.  日　笠　伸　之　会員
　今年度、副S.A.A.を務めさせていただきました日笠伸之です。
　この一年、私が副S.A.A.としての職務を全うできたかどうかの評価は会員の皆様にお任せしたいと思います
が、私自身、副S.A.A.という役職を通して、かけがえのない経験をさせていただいたことに、竹本会長をはじめと
するひな壇の皆様、そして会員の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。
　この一年、副S.A.A.をやらせていただくことで、ロータリーに対する理解をより一層深めることができ、会員の皆様とよりよい人間関
係を築くことができたと思っています。
　今年度は第一例会以外、私がスマイル報告を担当させていただきました。
　会員の皆様から頂いたスマイルを毎回正確にお伝えすることを心がけていましたが、言い間違えたり、なめらかに話せなかったり
することも多々あったかと思います。
　この場をお借りしてお詫びいたします。「スマイル」ということで笑って許してください。
　私が毎回スマイルの集計に手間取っている間、いつも会場を冷静に監督してくださった小松原S.A.A.には大変感謝しております。
本当にありがとうございました。
　何はともあれ、この一年、皆様からまごころのスマイルを数多く頂戴したことに感謝いたします。
　今年度は、創立30周年を目指す中で、月見夜間例会において「スマイルオークション」を開催させていただき、皆様のご理解とご
協力で、その日だけで例会２回分に相当するスマイルが集まりました。これで創立30周年に向け、弾みをつけることができたとすれ
ば幸いです。
　また、年間のスマイルの額が、少なくとも過去5年間で最高となりました。
　今年度初めの就任挨拶で 「記録にも記憶にも残る1年にする」とのお約束を果たすことができ感無量です。
　幸いなことに2年間、ひな壇に座らせていただきました。次年度よりは、立場がどうであれ、「会が自分に何をしてくれるかではなく、
自分が会のために何ができるか」を常に意識しながらロータリー活動を続けてまいります。
　以上、簡単ではございますが、私の退任のご挨拶とさせていただきます。
　一年間、本当にありがとうございました。

出席の状況　
会員数　53名（内出席免除者　１名）　出席者数　35名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　18名
出席率　66.04％　　前々回訂正　82.69％　　　　
欠席者　藤木，藤岡，五島，原，日笠（常），入江，加戸，鴨井，笠原，児島，小松，楠,  森永,  奥田，
　　　　田原，丹治，坪井，山田

ゲスト・ビジター　　岡山RC　貝畑　雅二 様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子

　くだもの王国といわれる岡山。今月6月から、岡山を代表する果物のモモやブドウが出回り始
めました。
　今年は岡山の白桃が生まれて120年になります。慶応３（1867）年に瀬戸町に生まれた大久
保重五郎は、小学校卒業後に岡山の果樹栽培の祖といわれる小山益太に入門し、漢学と果樹
を学びました。明治32（1899）年、上海桃から優秀な新品種「白桃」を発見したと伝わります。大
正時代に入り、重五郎は大原農業研究所に招かれ園芸を担当し、噴霧器、せん定ばさみ、ぶどう間引ばさみを考
案しました。昭和2（1927）年には新品種「大久保桃」を作り出し、県立農事試験場がその普及を奨励したことで、
岡山県が桃産地となる基盤が作られました。
　一方、岡山のブドウの発展は、山内善男と大森熊太郎の働きによります。二人は、友人から富国フランスの秘密
はブドウにあると聞き、荒れ地でも育つというブドウの栽培に挑戦することにしました。明治11（1878）年、北海道か
らアメリカ系の苗を導入しましたが、酸っぱすぎてとても食べられません。そこで、現在の兵庫県稲美町に開設さ
れた「播州葡萄園」に数年間毎年のように通い、栽培技術を磨き、岡山の気候に適した品種を探しました。明治
19（1886）年、岡山県初のガラス温室を建設し、「播州葡萄園」から持ち帰ったヨーロッパ系のブドウを植えました。
これが岡山の本格的なブドウ作りのスタートです。二人を中心に、水の量や肥料の与え方、せん定の仕方、病害
虫の防除など、試行錯誤を重ねた末、ついに明治21（1888）年、マスカットの収穫にこぎつけました。
　こうした先人の努力があってこその「くだもの王国」岡山県となりました。私たちもロータリーの良き種を育て、活
動して参りましょう。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 昨日開催の「家族親睦旅行」には多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。
② ハイライトよねやまVol.231、他クラブ週報を回覧いたします。
③ 本日例会終了後13：30より、3F「トパーズの間」において「第12回理事役員会」を開催いたし
ますので、理事役員の皆様はご出席ください。

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 6月16日㈰家族親睦旅行に参加の皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、こまやかな気配りあり

がとうございました。お陰様で親睦を深めることのできた楽しい一日でした。
仲田幹事 : 家族親睦旅行に参加の皆様お疲れ様でした。西岡親睦委員長、何から何までご手配ありがとうござ

いました。天気にも恵まれ楽しい一日を過ごせました。感謝を込めてスマイルします。
山下会員 : 昨日は家族親睦旅行に初めて参加しました。西岡委員長お世話になりました。①三ツ矢サイダーもカ

ルピスもニッカも全てAsahi飲料グループだとわかりました。②姫路城に初めて入りました。③一日よく歩
きましたのでスマイルします。

入江会員 : 昨日の家族親睦旅行に参加された皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、一年間お世話になり
ありがとうございました。

福元会員 : 昨日の家族親睦旅行、西岡委員長はじめ皆様お疲れ様でした。お陰様で良い休日を過ごす事が出
来ました。
当初の目標通り夏前の1ヶ月で10kgダイエット成功しました。とても身体が軽くなりましたが、あと5kg落
としてベスト体重をキープします。

横山会員 : 最近孫にあまり相手にしてもらえませんでしたが、昨日の旅行ではずーっとそばにいてくれたので嬉し
かったです。

日笠（伸）会員 : 昨日の家族親睦旅行では家族4人がお世話になりありがとうございました。
西山会員 : 昨日の家族親睦旅行では親睦委員の西岡さん皆様に大変お世話になり有難うございました。40年

振りに姫路城を見学し改装された美しい城を拝見出来ました。アサヒの三ツ矢サイダー等の工場見
学も珍しい見学に感動して帰宅し楽しい一日でした。

西岡会員 : 昨日の家族親睦旅行参加の皆様ありがとうございました。今年度最後の親睦委員長の仕事が終わ
りましたのでスマイルします。

小松原会員 : 今年度もあと2回の例会となりました。竹本年度が無事に終わりを迎え、山下年度に向けてますます
岡山北西RCが発展していくことに心より御礼申し上げます。

野田会員 : 一週間ほどスペインを旅行してきました。先週の例会を欠席いたしましたのでスマイルします。また、昨
日出雲で米山記念奨学委員会の第1回目が開催されましたが、各RCの委員の半数が欠席となり顔合
わせとはなりませんでしたが、指定校の選定とスケジュールは決定致しましたことご報告いたします。
旧ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。

平松会員 : 山下副会長、鈴木副幹事、小松原S.A.A.、日笠副S.A.A.、皆様にはひとかたならぬお世話になりまし
て厚く御礼申し上げます。

氏房会員 : ひな壇の皆様、一年間ご苦労様でした。
高橋会員 : あと1回、例会出席を頑張れば、今年度100％出席が出来そうです。事務局に聞くと今年度中にご褒

美が出るとの事なので前もってスマイルをしておきます。
川本会員 : 今回でノルマ達成です。
鈴木会員 : 結婚記念日にステキなお花をありがとうございました。
楠　会員 : 週末まで出張の為、例会を欠席します。久松次年度会報部会委員長、1週間前倒しになり申し訳あり

ませんが、今週より週報作業宜しくお願い致します。会員の皆様、1年間会報部会にご協力いただき
ありがとうございました。

 17件 68,000円（累計 1,858,219円）

家族親睦旅行
　

歴史同好会 歴史同好会幹事　堀　川　辰　也
　歴史同好会第二十三回定例会を演題は「囲碁の歴史」と題し、横山俊彦会員を講師として6月26日
㈬18時30分から西川荘にて開催いたしますので、皆様方のご参加をお待ちしております。

６月24日
退任挨拶
会  長 竹本千代子 会員
幹  事 仲田　錠二 会員

７月１日
就任挨拶
会  長　山下  浩一 会員
幹  事　西岡  貞則 会員



退 任 挨 拶
「退任挨拶」 副会長  山　下　浩　一　会員
　私が以前ひな壇に上がったのは平成3年2月から平成4年6月までの第１、2代の時でした。当時は親クラブの北
RC指導のもと、例会、理事会を行っていました。その後職業奉仕委員長を行いましたが、理事もその後行っていま
せんでした。3年前平成28年4月末で分娩を止めましたので理事職に復帰しました。副会長は宴会の最後だけ話
せば良いと思っていましたが、竹本会長の代役も2回務めさせて頂きました。原稿提出が一番の苦痛でした。（国
語では作文が一番嫌いでした。）一年間お世話になりました。なお次期は会長で一年お付き合いお願いします。
「退任挨拶」 　副幹事  鈴　木　一　生　会員
　まずはじめに、本年度 副幹事を務めさせて頂きまして、非常に良い経験を積ませていただきましたことをお礼
申し上げます。至らぬ点も多々あったかと思いますが、会全体の大まかな流れを勉強するには非常に良いポジ
ションだと感じましたし、時に紛糾する理事役員会の空気も貴重な経験だったと思います。
　さて、はじめてのひな壇として副幹事を一年経験して感じたことを述べたいと思います。
　一点目は、例会運営においてサポートくださる会員への感謝です。もちろん出席くださること自体がすでに有難いと思っております
が、運営という意味におきましてまだまだ不安の多い私ですので、特に安定して毎回早く会場へ来て下さり私の気づいていない事
や不安要素についてサポート下さった末吉会員の存在は非常に心強く感じました。毎回早く来てくださることに関して、「単に暇なん
じゃないか」という噂もありますが、私はそうではなく忙しい中時間を作ってくださっているのだと信じております。
　毎回早く会場へ来てくださるというところでは、親睦活動委員会の野田会員、小林会員にも同様に感謝しております。ただ野田会
員につきましては、もしかしたら暇なのかも知れないなと思います。
　二点目は例会出席率と例会場でのマナーについて、出席率に関しましては、数字以上に活気という意味ではもう少し上がってい
けば良いのかなと思います。事情は各々だと思いますし、お考えも様々だと思いますが。ちなみに私に「ロータリアンとして例会出席
は義務である」という事を言ってくださったのは、例会を長期欠席中だった小菅会員でした。またマナーに関しましては途中退出が
ひな壇から非常に見えてしまいますので、お仕事はお忙しいかと思いますが、出席率とともに例会60分間の着席率が上がればより
良いのかなと思いました。これは自分への戒めの意味でもあります。
　三点目はロータリークラブのような任意団体特有の難しさです。強制ではなく有志の集まりであることが、集団としてまとまることを
難しくしているという側面を非常に感じました。そもそもまとまる必要があるのか無いのかは別にして、やはり持ち場持ち場の責任者
の集まりですので個性が強い上、クラブに求めるものも違う。そして皆さん生活に困っていない。これらの要素は会としての強みであ
り弱みでもあると思います。そういった中、私自身正直まだどの程度の温度でロータリー活動に向かう事が良いのかまだ答えは出て
おりません。仕事と同様のものが良いのか、お茶を濁す程度が良いのか、この辺りは零細企業の経営者という自分の立場もふまえ
つつ、今後も答えを探し続けていこうと思います。
　以上簡単ですが副幹事の挨拶とさせて頂きます。一年間ありがとうございました。
「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  S.A.A.  小松原　隆　代　会員
　この1年間、大変つたないS.A.A.、会場監督でしたが、無事に最後まで務めさせて頂き、誠にありがとうござい
ました。頼りない小松原のサポートをして下さいました副S.A.A.の日笠会員の多大なるご尽力により、お陰様で、
目標金額を大きく上回るスマイルの集計額になりました事を、ここにご報告させて頂きます。そして、高い所からで
ございますが、ご協力頂きました会員皆さまに、心よりお礼を申し上げます。本年度は、会長を始めとするひな壇
の皆さまのご協力も大きく、この達成額に大きく貢献して頂きました。誠にありがとうございました。
　スマイルが何に使われるか、新しい会員の皆さまはご存知ないと思いますが、皆さまにご協力頂きましたスマイルは、社会奉仕、職
業奉仕、国際奉仕、インターアクトを含む青少年奉仕の四大奉仕活動の運営と京都朱雀RCとの交流に使われております。このスマ
イルが潤沢にある事によって、お陰様で本年度の奉仕活動もスムーズに進めて行くことが出来ましたことを、重ねて厚くお礼申し上
げます。
　さて、スマイルに関しましては、日笠副S.A.A.のご尽力で大変素晴らしい結果をもたらすことが出来たのですが、ついスマイルば
かりに気を取られ、本来の仕事である会場監督の仕事が少しおろそかになってしまった事は否めません。例会会場の席配置、
BGM、そしてゲストやビジターの皆さまへの配慮が今ひとつ出来ておらず、大変反省致しております。ホテルグランヴィアの当クラブ
担当者でいらっしゃいます高橋様に数々のサポートを頂き、滞りなく維持出来ていたような会場運営でございました。高橋様には、こ
の場をお借りして心よりお礼申し上げます。
　図らずも本年度は、歴史フォーラムのご案内の関係で、たくさんの他クラブを訪問させて頂きました。どのクラブも、S.A.A.の皆さま
のお気遣いが素晴らしく、ビジターを大変歓迎して下さいました事に感動致しました。当クラブは、そのお役を親睦委員会で担って
下さっておりますが、S.A.A.としても、もう少し出来たことがあるのではないかと、今退任のこの時期になりまして思う事しきりでござい
ます。この件は、次期S.A.A.の笠原、副S.A.A.の楠会員に引継ぎをさせて頂き、岡山北西ロータリークラブがさらに素晴らしいクラブ
になり、ビジターの方も当クラブへのご来訪を楽しみにお越し下さるようなクラブに進化できる事を願っております。
　小さな事への心配りの積み重ねが、そのクラブの価値をあげて参ります。自ずと、価値あるクラブに在籍する私ども会員の価値も
上がって参ります。その事をしっかりと認識して、S.A.A.を退きましてもS.A.A.の1年間の経験を活かして、全ての方々に配慮ある行
動を取ることが出来ますよう努力して行く所存でございます。
　23年間のロータリー経験の中で、初めての主要ひな壇でございましたが、大変有意義な体験をさせて頂きました事に感謝致しま
して、退任のお礼のご挨拶にさせて頂きます。皆さま1年間ご協力頂きまして、誠にありがとうございました。

「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副S.A.A.  日　笠　伸　之　会員
　今年度、副S.A.A.を務めさせていただきました日笠伸之です。
　この一年、私が副S.A.A.としての職務を全うできたかどうかの評価は会員の皆様にお任せしたいと思います
が、私自身、副S.A.A.という役職を通して、かけがえのない経験をさせていただいたことに、竹本会長をはじめと
するひな壇の皆様、そして会員の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。
　この一年、副S.A.A.をやらせていただくことで、ロータリーに対する理解をより一層深めることができ、会員の皆様とよりよい人間関
係を築くことができたと思っています。
　今年度は第一例会以外、私がスマイル報告を担当させていただきました。
　会員の皆様から頂いたスマイルを毎回正確にお伝えすることを心がけていましたが、言い間違えたり、なめらかに話せなかったり
することも多々あったかと思います。
　この場をお借りしてお詫びいたします。「スマイル」ということで笑って許してください。
　私が毎回スマイルの集計に手間取っている間、いつも会場を冷静に監督してくださった小松原S.A.A.には大変感謝しております。
本当にありがとうございました。
　何はともあれ、この一年、皆様からまごころのスマイルを数多く頂戴したことに感謝いたします。
　今年度は、創立30周年を目指す中で、月見夜間例会において「スマイルオークション」を開催させていただき、皆様のご理解とご
協力で、その日だけで例会２回分に相当するスマイルが集まりました。これで創立30周年に向け、弾みをつけることができたとすれ
ば幸いです。
　また、年間のスマイルの額が、少なくとも過去5年間で最高となりました。
　今年度初めの就任挨拶で 「記録にも記憶にも残る1年にする」とのお約束を果たすことができ感無量です。
　幸いなことに2年間、ひな壇に座らせていただきました。次年度よりは、立場がどうであれ、「会が自分に何をしてくれるかではなく、
自分が会のために何ができるか」を常に意識しながらロータリー活動を続けてまいります。
　以上、簡単ではございますが、私の退任のご挨拶とさせていただきます。
　一年間、本当にありがとうございました。

出席の状況　
会員数　53名（内出席免除者　１名）　出席者数　35名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　18名
出席率　66.04％　　前々回訂正　82.69％　　　　
欠席者　藤木，藤岡，五島，原，日笠（常），入江，加戸，鴨井，笠原，児島，小松，楠,  森永,  奥田，
　　　　田原，丹治，坪井，山田

ゲスト・ビジター　　岡山RC　貝畑　雅二 様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子

　くだもの王国といわれる岡山。今月6月から、岡山を代表する果物のモモやブドウが出回り始
めました。
　今年は岡山の白桃が生まれて120年になります。慶応３（1867）年に瀬戸町に生まれた大久
保重五郎は、小学校卒業後に岡山の果樹栽培の祖といわれる小山益太に入門し、漢学と果樹
を学びました。明治32（1899）年、上海桃から優秀な新品種「白桃」を発見したと伝わります。大
正時代に入り、重五郎は大原農業研究所に招かれ園芸を担当し、噴霧器、せん定ばさみ、ぶどう間引ばさみを考
案しました。昭和2（1927）年には新品種「大久保桃」を作り出し、県立農事試験場がその普及を奨励したことで、
岡山県が桃産地となる基盤が作られました。
　一方、岡山のブドウの発展は、山内善男と大森熊太郎の働きによります。二人は、友人から富国フランスの秘密
はブドウにあると聞き、荒れ地でも育つというブドウの栽培に挑戦することにしました。明治11（1878）年、北海道か
らアメリカ系の苗を導入しましたが、酸っぱすぎてとても食べられません。そこで、現在の兵庫県稲美町に開設さ
れた「播州葡萄園」に数年間毎年のように通い、栽培技術を磨き、岡山の気候に適した品種を探しました。明治
19（1886）年、岡山県初のガラス温室を建設し、「播州葡萄園」から持ち帰ったヨーロッパ系のブドウを植えました。
これが岡山の本格的なブドウ作りのスタートです。二人を中心に、水の量や肥料の与え方、せん定の仕方、病害
虫の防除など、試行錯誤を重ねた末、ついに明治21（1888）年、マスカットの収穫にこぎつけました。
　こうした先人の努力があってこその「くだもの王国」岡山県となりました。私たちもロータリーの良き種を育て、活
動して参りましょう。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 昨日開催の「家族親睦旅行」には多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。
② ハイライトよねやまVol.231、他クラブ週報を回覧いたします。
③ 本日例会終了後13：30より、3F「トパーズの間」において「第12回理事役員会」を開催いたし
ますので、理事役員の皆様はご出席ください。

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 6月16日㈰家族親睦旅行に参加の皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、こまやかな気配りあり

がとうございました。お陰様で親睦を深めることのできた楽しい一日でした。
仲田幹事 : 家族親睦旅行に参加の皆様お疲れ様でした。西岡親睦委員長、何から何までご手配ありがとうござ

いました。天気にも恵まれ楽しい一日を過ごせました。感謝を込めてスマイルします。
山下会員 : 昨日は家族親睦旅行に初めて参加しました。西岡委員長お世話になりました。①三ツ矢サイダーもカ

ルピスもニッカも全てAsahi飲料グループだとわかりました。②姫路城に初めて入りました。③一日よく歩
きましたのでスマイルします。

入江会員 : 昨日の家族親睦旅行に参加された皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、一年間お世話になり
ありがとうございました。

福元会員 : 昨日の家族親睦旅行、西岡委員長はじめ皆様お疲れ様でした。お陰様で良い休日を過ごす事が出
来ました。
当初の目標通り夏前の1ヶ月で10kgダイエット成功しました。とても身体が軽くなりましたが、あと5kg落
としてベスト体重をキープします。

横山会員 : 最近孫にあまり相手にしてもらえませんでしたが、昨日の旅行ではずーっとそばにいてくれたので嬉し
かったです。

日笠（伸）会員 : 昨日の家族親睦旅行では家族4人がお世話になりありがとうございました。
西山会員 : 昨日の家族親睦旅行では親睦委員の西岡さん皆様に大変お世話になり有難うございました。40年

振りに姫路城を見学し改装された美しい城を拝見出来ました。アサヒの三ツ矢サイダー等の工場見
学も珍しい見学に感動して帰宅し楽しい一日でした。

西岡会員 : 昨日の家族親睦旅行参加の皆様ありがとうございました。今年度最後の親睦委員長の仕事が終わ
りましたのでスマイルします。

小松原会員 : 今年度もあと2回の例会となりました。竹本年度が無事に終わりを迎え、山下年度に向けてますます
岡山北西RCが発展していくことに心より御礼申し上げます。

野田会員 : 一週間ほどスペインを旅行してきました。先週の例会を欠席いたしましたのでスマイルします。また、昨
日出雲で米山記念奨学委員会の第1回目が開催されましたが、各RCの委員の半数が欠席となり顔合
わせとはなりませんでしたが、指定校の選定とスケジュールは決定致しましたことご報告いたします。
旧ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。

平松会員 : 山下副会長、鈴木副幹事、小松原S.A.A.、日笠副S.A.A.、皆様にはひとかたならぬお世話になりまし
て厚く御礼申し上げます。

氏房会員 : ひな壇の皆様、一年間ご苦労様でした。
高橋会員 : あと1回、例会出席を頑張れば、今年度100％出席が出来そうです。事務局に聞くと今年度中にご褒

美が出るとの事なので前もってスマイルをしておきます。
川本会員 : 今回でノルマ達成です。
鈴木会員 : 結婚記念日にステキなお花をありがとうございました。
楠　会員 : 週末まで出張の為、例会を欠席します。久松次年度会報部会委員長、1週間前倒しになり申し訳あり

ませんが、今週より週報作業宜しくお願い致します。会員の皆様、1年間会報部会にご協力いただき
ありがとうございました。

 17件 68,000円（累計 1,858,219円）

－１－

例会プログラム例会プログラム

家族親睦旅行
　

歴史同好会 歴史同好会幹事　堀　川　辰　也
　歴史同好会第二十三回定例会を演題は「囲碁の歴史」と題し、横山俊彦会員を講師として6月26日
㈬18時30分から西川荘にて開催いたしますので、皆様方のご参加をお待ちしております。



退 任 挨 拶
「退任挨拶」 副会長  山　下　浩　一　会員
　私が以前ひな壇に上がったのは平成3年2月から平成4年6月までの第１、2代の時でした。当時は親クラブの北
RC指導のもと、例会、理事会を行っていました。その後職業奉仕委員長を行いましたが、理事もその後行っていま
せんでした。3年前平成28年4月末で分娩を止めましたので理事職に復帰しました。副会長は宴会の最後だけ話
せば良いと思っていましたが、竹本会長の代役も2回務めさせて頂きました。原稿提出が一番の苦痛でした。（国
語では作文が一番嫌いでした。）一年間お世話になりました。なお次期は会長で一年お付き合いお願いします。
「退任挨拶」 　副幹事  鈴　木　一　生　会員
　まずはじめに、本年度 副幹事を務めさせて頂きまして、非常に良い経験を積ませていただきましたことをお礼
申し上げます。至らぬ点も多々あったかと思いますが、会全体の大まかな流れを勉強するには非常に良いポジ
ションだと感じましたし、時に紛糾する理事役員会の空気も貴重な経験だったと思います。
　さて、はじめてのひな壇として副幹事を一年経験して感じたことを述べたいと思います。
　一点目は、例会運営においてサポートくださる会員への感謝です。もちろん出席くださること自体がすでに有難いと思っております
が、運営という意味におきましてまだまだ不安の多い私ですので、特に安定して毎回早く会場へ来て下さり私の気づいていない事
や不安要素についてサポート下さった末吉会員の存在は非常に心強く感じました。毎回早く来てくださることに関して、「単に暇なん
じゃないか」という噂もありますが、私はそうではなく忙しい中時間を作ってくださっているのだと信じております。
　毎回早く会場へ来てくださるというところでは、親睦活動委員会の野田会員、小林会員にも同様に感謝しております。ただ野田会
員につきましては、もしかしたら暇なのかも知れないなと思います。
　二点目は例会出席率と例会場でのマナーについて、出席率に関しましては、数字以上に活気という意味ではもう少し上がってい
けば良いのかなと思います。事情は各々だと思いますし、お考えも様々だと思いますが。ちなみに私に「ロータリアンとして例会出席
は義務である」という事を言ってくださったのは、例会を長期欠席中だった小菅会員でした。またマナーに関しましては途中退出が
ひな壇から非常に見えてしまいますので、お仕事はお忙しいかと思いますが、出席率とともに例会60分間の着席率が上がればより
良いのかなと思いました。これは自分への戒めの意味でもあります。
　三点目はロータリークラブのような任意団体特有の難しさです。強制ではなく有志の集まりであることが、集団としてまとまることを
難しくしているという側面を非常に感じました。そもそもまとまる必要があるのか無いのかは別にして、やはり持ち場持ち場の責任者
の集まりですので個性が強い上、クラブに求めるものも違う。そして皆さん生活に困っていない。これらの要素は会としての強みであ
り弱みでもあると思います。そういった中、私自身正直まだどの程度の温度でロータリー活動に向かう事が良いのかまだ答えは出て
おりません。仕事と同様のものが良いのか、お茶を濁す程度が良いのか、この辺りは零細企業の経営者という自分の立場もふまえ
つつ、今後も答えを探し続けていこうと思います。
　以上簡単ですが副幹事の挨拶とさせて頂きます。一年間ありがとうございました。
「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  S.A.A.  小松原　隆　代　会員
　この1年間、大変つたないS.A.A.、会場監督でしたが、無事に最後まで務めさせて頂き、誠にありがとうござい
ました。頼りない小松原のサポートをして下さいました副S.A.A.の日笠会員の多大なるご尽力により、お陰様で、
目標金額を大きく上回るスマイルの集計額になりました事を、ここにご報告させて頂きます。そして、高い所からで
ございますが、ご協力頂きました会員皆さまに、心よりお礼を申し上げます。本年度は、会長を始めとするひな壇
の皆さまのご協力も大きく、この達成額に大きく貢献して頂きました。誠にありがとうございました。
　スマイルが何に使われるか、新しい会員の皆さまはご存知ないと思いますが、皆さまにご協力頂きましたスマイルは、社会奉仕、職
業奉仕、国際奉仕、インターアクトを含む青少年奉仕の四大奉仕活動の運営と京都朱雀RCとの交流に使われております。このスマ
イルが潤沢にある事によって、お陰様で本年度の奉仕活動もスムーズに進めて行くことが出来ましたことを、重ねて厚くお礼申し上
げます。
　さて、スマイルに関しましては、日笠副S.A.A.のご尽力で大変素晴らしい結果をもたらすことが出来たのですが、ついスマイルば
かりに気を取られ、本来の仕事である会場監督の仕事が少しおろそかになってしまった事は否めません。例会会場の席配置、
BGM、そしてゲストやビジターの皆さまへの配慮が今ひとつ出来ておらず、大変反省致しております。ホテルグランヴィアの当クラブ
担当者でいらっしゃいます高橋様に数々のサポートを頂き、滞りなく維持出来ていたような会場運営でございました。高橋様には、こ
の場をお借りして心よりお礼申し上げます。
　図らずも本年度は、歴史フォーラムのご案内の関係で、たくさんの他クラブを訪問させて頂きました。どのクラブも、S.A.A.の皆さま
のお気遣いが素晴らしく、ビジターを大変歓迎して下さいました事に感動致しました。当クラブは、そのお役を親睦委員会で担って
下さっておりますが、S.A.A.としても、もう少し出来たことがあるのではないかと、今退任のこの時期になりまして思う事しきりでござい
ます。この件は、次期S.A.A.の笠原、副S.A.A.の楠会員に引継ぎをさせて頂き、岡山北西ロータリークラブがさらに素晴らしいクラブ
になり、ビジターの方も当クラブへのご来訪を楽しみにお越し下さるようなクラブに進化できる事を願っております。
　小さな事への心配りの積み重ねが、そのクラブの価値をあげて参ります。自ずと、価値あるクラブに在籍する私ども会員の価値も
上がって参ります。その事をしっかりと認識して、S.A.A.を退きましてもS.A.A.の1年間の経験を活かして、全ての方々に配慮ある行
動を取ることが出来ますよう努力して行く所存でございます。
　23年間のロータリー経験の中で、初めての主要ひな壇でございましたが、大変有意義な体験をさせて頂きました事に感謝致しま
して、退任のお礼のご挨拶にさせて頂きます。皆さま1年間ご協力頂きまして、誠にありがとうございました。

「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副S.A.A.  日　笠　伸　之　会員
　今年度、副S.A.A.を務めさせていただきました日笠伸之です。
　この一年、私が副S.A.A.としての職務を全うできたかどうかの評価は会員の皆様にお任せしたいと思います
が、私自身、副S.A.A.という役職を通して、かけがえのない経験をさせていただいたことに、竹本会長をはじめと
するひな壇の皆様、そして会員の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。
　この一年、副S.A.A.をやらせていただくことで、ロータリーに対する理解をより一層深めることができ、会員の皆様とよりよい人間関
係を築くことができたと思っています。
　今年度は第一例会以外、私がスマイル報告を担当させていただきました。
　会員の皆様から頂いたスマイルを毎回正確にお伝えすることを心がけていましたが、言い間違えたり、なめらかに話せなかったり
することも多々あったかと思います。
　この場をお借りしてお詫びいたします。「スマイル」ということで笑って許してください。
　私が毎回スマイルの集計に手間取っている間、いつも会場を冷静に監督してくださった小松原S.A.A.には大変感謝しております。
本当にありがとうございました。
　何はともあれ、この一年、皆様からまごころのスマイルを数多く頂戴したことに感謝いたします。
　今年度は、創立30周年を目指す中で、月見夜間例会において「スマイルオークション」を開催させていただき、皆様のご理解とご
協力で、その日だけで例会２回分に相当するスマイルが集まりました。これで創立30周年に向け、弾みをつけることができたとすれ
ば幸いです。
　また、年間のスマイルの額が、少なくとも過去5年間で最高となりました。
　今年度初めの就任挨拶で 「記録にも記憶にも残る1年にする」とのお約束を果たすことができ感無量です。
　幸いなことに2年間、ひな壇に座らせていただきました。次年度よりは、立場がどうであれ、「会が自分に何をしてくれるかではなく、
自分が会のために何ができるか」を常に意識しながらロータリー活動を続けてまいります。
　以上、簡単ではございますが、私の退任のご挨拶とさせていただきます。
　一年間、本当にありがとうございました。

出席の状況　
会員数　53名（内出席免除者　１名）　出席者数　35名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　18名
出席率　66.04％　　前々回訂正　82.69％　　　　
欠席者　藤木，藤岡，五島，原，日笠（常），入江，加戸，鴨井，笠原，児島，小松，楠,  森永,  奥田，
　　　　田原，丹治，坪井，山田

ゲスト・ビジター　　岡山RC　貝畑　雅二 様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子

　くだもの王国といわれる岡山。今月6月から、岡山を代表する果物のモモやブドウが出回り始
めました。
　今年は岡山の白桃が生まれて120年になります。慶応３（1867）年に瀬戸町に生まれた大久
保重五郎は、小学校卒業後に岡山の果樹栽培の祖といわれる小山益太に入門し、漢学と果樹
を学びました。明治32（1899）年、上海桃から優秀な新品種「白桃」を発見したと伝わります。大
正時代に入り、重五郎は大原農業研究所に招かれ園芸を担当し、噴霧器、せん定ばさみ、ぶどう間引ばさみを考
案しました。昭和2（1927）年には新品種「大久保桃」を作り出し、県立農事試験場がその普及を奨励したことで、
岡山県が桃産地となる基盤が作られました。
　一方、岡山のブドウの発展は、山内善男と大森熊太郎の働きによります。二人は、友人から富国フランスの秘密
はブドウにあると聞き、荒れ地でも育つというブドウの栽培に挑戦することにしました。明治11（1878）年、北海道か
らアメリカ系の苗を導入しましたが、酸っぱすぎてとても食べられません。そこで、現在の兵庫県稲美町に開設さ
れた「播州葡萄園」に数年間毎年のように通い、栽培技術を磨き、岡山の気候に適した品種を探しました。明治
19（1886）年、岡山県初のガラス温室を建設し、「播州葡萄園」から持ち帰ったヨーロッパ系のブドウを植えました。
これが岡山の本格的なブドウ作りのスタートです。二人を中心に、水の量や肥料の与え方、せん定の仕方、病害
虫の防除など、試行錯誤を重ねた末、ついに明治21（1888）年、マスカットの収穫にこぎつけました。
　こうした先人の努力があってこその「くだもの王国」岡山県となりました。私たちもロータリーの良き種を育て、活
動して参りましょう。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 昨日開催の「家族親睦旅行」には多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。
② ハイライトよねやまVol.231、他クラブ週報を回覧いたします。
③ 本日例会終了後13：30より、3F「トパーズの間」において「第12回理事役員会」を開催いたし
ますので、理事役員の皆様はご出席ください。

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 6月16日㈰家族親睦旅行に参加の皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、こまやかな気配りあり

がとうございました。お陰様で親睦を深めることのできた楽しい一日でした。
仲田幹事 : 家族親睦旅行に参加の皆様お疲れ様でした。西岡親睦委員長、何から何までご手配ありがとうござ

いました。天気にも恵まれ楽しい一日を過ごせました。感謝を込めてスマイルします。
山下会員 : 昨日は家族親睦旅行に初めて参加しました。西岡委員長お世話になりました。①三ツ矢サイダーもカ

ルピスもニッカも全てAsahi飲料グループだとわかりました。②姫路城に初めて入りました。③一日よく歩
きましたのでスマイルします。

入江会員 : 昨日の家族親睦旅行に参加された皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、一年間お世話になり
ありがとうございました。

福元会員 : 昨日の家族親睦旅行、西岡委員長はじめ皆様お疲れ様でした。お陰様で良い休日を過ごす事が出
来ました。
当初の目標通り夏前の1ヶ月で10kgダイエット成功しました。とても身体が軽くなりましたが、あと5kg落
としてベスト体重をキープします。

横山会員 : 最近孫にあまり相手にしてもらえませんでしたが、昨日の旅行ではずーっとそばにいてくれたので嬉し
かったです。

日笠（伸）会員 : 昨日の家族親睦旅行では家族4人がお世話になりありがとうございました。
西山会員 : 昨日の家族親睦旅行では親睦委員の西岡さん皆様に大変お世話になり有難うございました。40年

振りに姫路城を見学し改装された美しい城を拝見出来ました。アサヒの三ツ矢サイダー等の工場見
学も珍しい見学に感動して帰宅し楽しい一日でした。

西岡会員 : 昨日の家族親睦旅行参加の皆様ありがとうございました。今年度最後の親睦委員長の仕事が終わ
りましたのでスマイルします。

小松原会員 : 今年度もあと2回の例会となりました。竹本年度が無事に終わりを迎え、山下年度に向けてますます
岡山北西RCが発展していくことに心より御礼申し上げます。

野田会員 : 一週間ほどスペインを旅行してきました。先週の例会を欠席いたしましたのでスマイルします。また、昨
日出雲で米山記念奨学委員会の第1回目が開催されましたが、各RCの委員の半数が欠席となり顔合
わせとはなりませんでしたが、指定校の選定とスケジュールは決定致しましたことご報告いたします。
旧ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。

平松会員 : 山下副会長、鈴木副幹事、小松原S.A.A.、日笠副S.A.A.、皆様にはひとかたならぬお世話になりまし
て厚く御礼申し上げます。

氏房会員 : ひな壇の皆様、一年間ご苦労様でした。
高橋会員 : あと1回、例会出席を頑張れば、今年度100％出席が出来そうです。事務局に聞くと今年度中にご褒

美が出るとの事なので前もってスマイルをしておきます。
川本会員 : 今回でノルマ達成です。
鈴木会員 : 結婚記念日にステキなお花をありがとうございました。
楠　会員 : 週末まで出張の為、例会を欠席します。久松次年度会報部会委員長、1週間前倒しになり申し訳あり

ませんが、今週より週報作業宜しくお願い致します。会員の皆様、1年間会報部会にご協力いただき
ありがとうございました。

 17件 68,000円（累計 1,858,219円）

－２－

前回６月17日の例会記録前回６月17日の例会記録

家族親睦旅行
　

歴史同好会 歴史同好会幹事　堀　川　辰　也
　歴史同好会第二十三回定例会を演題は「囲碁の歴史」と題し、横山俊彦会員を講師として6月26日
㈬18時30分から西川荘にて開催いたしますので、皆様方のご参加をお待ちしております。



退 任 挨 拶
「退任挨拶」 副会長  山　下　浩　一　会員
　私が以前ひな壇に上がったのは平成3年2月から平成4年6月までの第１、2代の時でした。当時は親クラブの北
RC指導のもと、例会、理事会を行っていました。その後職業奉仕委員長を行いましたが、理事もその後行っていま
せんでした。3年前平成28年4月末で分娩を止めましたので理事職に復帰しました。副会長は宴会の最後だけ話
せば良いと思っていましたが、竹本会長の代役も2回務めさせて頂きました。原稿提出が一番の苦痛でした。（国
語では作文が一番嫌いでした。）一年間お世話になりました。なお次期は会長で一年お付き合いお願いします。
「退任挨拶」 　副幹事  鈴　木　一　生　会員
　まずはじめに、本年度 副幹事を務めさせて頂きまして、非常に良い経験を積ませていただきましたことをお礼
申し上げます。至らぬ点も多々あったかと思いますが、会全体の大まかな流れを勉強するには非常に良いポジ
ションだと感じましたし、時に紛糾する理事役員会の空気も貴重な経験だったと思います。
　さて、はじめてのひな壇として副幹事を一年経験して感じたことを述べたいと思います。
　一点目は、例会運営においてサポートくださる会員への感謝です。もちろん出席くださること自体がすでに有難いと思っております
が、運営という意味におきましてまだまだ不安の多い私ですので、特に安定して毎回早く会場へ来て下さり私の気づいていない事
や不安要素についてサポート下さった末吉会員の存在は非常に心強く感じました。毎回早く来てくださることに関して、「単に暇なん
じゃないか」という噂もありますが、私はそうではなく忙しい中時間を作ってくださっているのだと信じております。
　毎回早く会場へ来てくださるというところでは、親睦活動委員会の野田会員、小林会員にも同様に感謝しております。ただ野田会
員につきましては、もしかしたら暇なのかも知れないなと思います。
　二点目は例会出席率と例会場でのマナーについて、出席率に関しましては、数字以上に活気という意味ではもう少し上がってい
けば良いのかなと思います。事情は各々だと思いますし、お考えも様々だと思いますが。ちなみに私に「ロータリアンとして例会出席
は義務である」という事を言ってくださったのは、例会を長期欠席中だった小菅会員でした。またマナーに関しましては途中退出が
ひな壇から非常に見えてしまいますので、お仕事はお忙しいかと思いますが、出席率とともに例会60分間の着席率が上がればより
良いのかなと思いました。これは自分への戒めの意味でもあります。
　三点目はロータリークラブのような任意団体特有の難しさです。強制ではなく有志の集まりであることが、集団としてまとまることを
難しくしているという側面を非常に感じました。そもそもまとまる必要があるのか無いのかは別にして、やはり持ち場持ち場の責任者
の集まりですので個性が強い上、クラブに求めるものも違う。そして皆さん生活に困っていない。これらの要素は会としての強みであ
り弱みでもあると思います。そういった中、私自身正直まだどの程度の温度でロータリー活動に向かう事が良いのかまだ答えは出て
おりません。仕事と同様のものが良いのか、お茶を濁す程度が良いのか、この辺りは零細企業の経営者という自分の立場もふまえ
つつ、今後も答えを探し続けていこうと思います。
　以上簡単ですが副幹事の挨拶とさせて頂きます。一年間ありがとうございました。
「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  S.A.A.  小松原　隆　代　会員
　この1年間、大変つたないS.A.A.、会場監督でしたが、無事に最後まで務めさせて頂き、誠にありがとうござい
ました。頼りない小松原のサポートをして下さいました副S.A.A.の日笠会員の多大なるご尽力により、お陰様で、
目標金額を大きく上回るスマイルの集計額になりました事を、ここにご報告させて頂きます。そして、高い所からで
ございますが、ご協力頂きました会員皆さまに、心よりお礼を申し上げます。本年度は、会長を始めとするひな壇
の皆さまのご協力も大きく、この達成額に大きく貢献して頂きました。誠にありがとうございました。
　スマイルが何に使われるか、新しい会員の皆さまはご存知ないと思いますが、皆さまにご協力頂きましたスマイルは、社会奉仕、職
業奉仕、国際奉仕、インターアクトを含む青少年奉仕の四大奉仕活動の運営と京都朱雀RCとの交流に使われております。このスマ
イルが潤沢にある事によって、お陰様で本年度の奉仕活動もスムーズに進めて行くことが出来ましたことを、重ねて厚くお礼申し上
げます。
　さて、スマイルに関しましては、日笠副S.A.A.のご尽力で大変素晴らしい結果をもたらすことが出来たのですが、ついスマイルば
かりに気を取られ、本来の仕事である会場監督の仕事が少しおろそかになってしまった事は否めません。例会会場の席配置、
BGM、そしてゲストやビジターの皆さまへの配慮が今ひとつ出来ておらず、大変反省致しております。ホテルグランヴィアの当クラブ
担当者でいらっしゃいます高橋様に数々のサポートを頂き、滞りなく維持出来ていたような会場運営でございました。高橋様には、こ
の場をお借りして心よりお礼申し上げます。
　図らずも本年度は、歴史フォーラムのご案内の関係で、たくさんの他クラブを訪問させて頂きました。どのクラブも、S.A.A.の皆さま
のお気遣いが素晴らしく、ビジターを大変歓迎して下さいました事に感動致しました。当クラブは、そのお役を親睦委員会で担って
下さっておりますが、S.A.A.としても、もう少し出来たことがあるのではないかと、今退任のこの時期になりまして思う事しきりでござい
ます。この件は、次期S.A.A.の笠原、副S.A.A.の楠会員に引継ぎをさせて頂き、岡山北西ロータリークラブがさらに素晴らしいクラブ
になり、ビジターの方も当クラブへのご来訪を楽しみにお越し下さるようなクラブに進化できる事を願っております。
　小さな事への心配りの積み重ねが、そのクラブの価値をあげて参ります。自ずと、価値あるクラブに在籍する私ども会員の価値も
上がって参ります。その事をしっかりと認識して、S.A.A.を退きましてもS.A.A.の1年間の経験を活かして、全ての方々に配慮ある行
動を取ることが出来ますよう努力して行く所存でございます。
　23年間のロータリー経験の中で、初めての主要ひな壇でございましたが、大変有意義な体験をさせて頂きました事に感謝致しま
して、退任のお礼のご挨拶にさせて頂きます。皆さま1年間ご協力頂きまして、誠にありがとうございました。

「退任挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副S.A.A.  日　笠　伸　之　会員
　今年度、副S.A.A.を務めさせていただきました日笠伸之です。
　この一年、私が副S.A.A.としての職務を全うできたかどうかの評価は会員の皆様にお任せしたいと思います
が、私自身、副S.A.A.という役職を通して、かけがえのない経験をさせていただいたことに、竹本会長をはじめと
するひな壇の皆様、そして会員の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。
　この一年、副S.A.A.をやらせていただくことで、ロータリーに対する理解をより一層深めることができ、会員の皆様とよりよい人間関
係を築くことができたと思っています。
　今年度は第一例会以外、私がスマイル報告を担当させていただきました。
　会員の皆様から頂いたスマイルを毎回正確にお伝えすることを心がけていましたが、言い間違えたり、なめらかに話せなかったり
することも多々あったかと思います。
　この場をお借りしてお詫びいたします。「スマイル」ということで笑って許してください。
　私が毎回スマイルの集計に手間取っている間、いつも会場を冷静に監督してくださった小松原S.A.A.には大変感謝しております。
本当にありがとうございました。
　何はともあれ、この一年、皆様からまごころのスマイルを数多く頂戴したことに感謝いたします。
　今年度は、創立30周年を目指す中で、月見夜間例会において「スマイルオークション」を開催させていただき、皆様のご理解とご
協力で、その日だけで例会２回分に相当するスマイルが集まりました。これで創立30周年に向け、弾みをつけることができたとすれ
ば幸いです。
　また、年間のスマイルの額が、少なくとも過去5年間で最高となりました。
　今年度初めの就任挨拶で 「記録にも記憶にも残る1年にする」とのお約束を果たすことができ感無量です。
　幸いなことに2年間、ひな壇に座らせていただきました。次年度よりは、立場がどうであれ、「会が自分に何をしてくれるかではなく、
自分が会のために何ができるか」を常に意識しながらロータリー活動を続けてまいります。
　以上、簡単ではございますが、私の退任のご挨拶とさせていただきます。
　一年間、本当にありがとうございました。

出席の状況　
会員数　53名（内出席免除者　１名）　出席者数　35名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　18名
出席率　66.04％　　前々回訂正　82.69％　　　　
欠席者　藤木，藤岡，五島，原，日笠（常），入江，加戸，鴨井，笠原，児島，小松，楠,  森永,  奥田，
　　　　田原，丹治，坪井，山田

ゲスト・ビジター　　岡山RC　貝畑　雅二 様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子

　くだもの王国といわれる岡山。今月6月から、岡山を代表する果物のモモやブドウが出回り始
めました。
　今年は岡山の白桃が生まれて120年になります。慶応３（1867）年に瀬戸町に生まれた大久
保重五郎は、小学校卒業後に岡山の果樹栽培の祖といわれる小山益太に入門し、漢学と果樹
を学びました。明治32（1899）年、上海桃から優秀な新品種「白桃」を発見したと伝わります。大
正時代に入り、重五郎は大原農業研究所に招かれ園芸を担当し、噴霧器、せん定ばさみ、ぶどう間引ばさみを考
案しました。昭和2（1927）年には新品種「大久保桃」を作り出し、県立農事試験場がその普及を奨励したことで、
岡山県が桃産地となる基盤が作られました。
　一方、岡山のブドウの発展は、山内善男と大森熊太郎の働きによります。二人は、友人から富国フランスの秘密
はブドウにあると聞き、荒れ地でも育つというブドウの栽培に挑戦することにしました。明治11（1878）年、北海道か
らアメリカ系の苗を導入しましたが、酸っぱすぎてとても食べられません。そこで、現在の兵庫県稲美町に開設さ
れた「播州葡萄園」に数年間毎年のように通い、栽培技術を磨き、岡山の気候に適した品種を探しました。明治
19（1886）年、岡山県初のガラス温室を建設し、「播州葡萄園」から持ち帰ったヨーロッパ系のブドウを植えました。
これが岡山の本格的なブドウ作りのスタートです。二人を中心に、水の量や肥料の与え方、せん定の仕方、病害
虫の防除など、試行錯誤を重ねた末、ついに明治21（1888）年、マスカットの収穫にこぎつけました。
　こうした先人の努力があってこその「くだもの王国」岡山県となりました。私たちもロータリーの良き種を育て、活
動して参りましょう。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 昨日開催の「家族親睦旅行」には多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。
② ハイライトよねやまVol.231、他クラブ週報を回覧いたします。
③ 本日例会終了後13：30より、3F「トパーズの間」において「第12回理事役員会」を開催いたし
ますので、理事役員の皆様はご出席ください。

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 6月16日㈰家族親睦旅行に参加の皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、こまやかな気配りあり

がとうございました。お陰様で親睦を深めることのできた楽しい一日でした。
仲田幹事 : 家族親睦旅行に参加の皆様お疲れ様でした。西岡親睦委員長、何から何までご手配ありがとうござ

いました。天気にも恵まれ楽しい一日を過ごせました。感謝を込めてスマイルします。
山下会員 : 昨日は家族親睦旅行に初めて参加しました。西岡委員長お世話になりました。①三ツ矢サイダーもカ

ルピスもニッカも全てAsahi飲料グループだとわかりました。②姫路城に初めて入りました。③一日よく歩
きましたのでスマイルします。

入江会員 : 昨日の家族親睦旅行に参加された皆様、お疲れ様でした。西岡親睦委員長、一年間お世話になり
ありがとうございました。

福元会員 : 昨日の家族親睦旅行、西岡委員長はじめ皆様お疲れ様でした。お陰様で良い休日を過ごす事が出
来ました。
当初の目標通り夏前の1ヶ月で10kgダイエット成功しました。とても身体が軽くなりましたが、あと5kg落
としてベスト体重をキープします。

横山会員 : 最近孫にあまり相手にしてもらえませんでしたが、昨日の旅行ではずーっとそばにいてくれたので嬉し
かったです。

日笠（伸）会員 : 昨日の家族親睦旅行では家族4人がお世話になりありがとうございました。
西山会員 : 昨日の家族親睦旅行では親睦委員の西岡さん皆様に大変お世話になり有難うございました。40年

振りに姫路城を見学し改装された美しい城を拝見出来ました。アサヒの三ツ矢サイダー等の工場見
学も珍しい見学に感動して帰宅し楽しい一日でした。

西岡会員 : 昨日の家族親睦旅行参加の皆様ありがとうございました。今年度最後の親睦委員長の仕事が終わ
りましたのでスマイルします。

小松原会員 : 今年度もあと2回の例会となりました。竹本年度が無事に終わりを迎え、山下年度に向けてますます
岡山北西RCが発展していくことに心より御礼申し上げます。

野田会員 : 一週間ほどスペインを旅行してきました。先週の例会を欠席いたしましたのでスマイルします。また、昨
日出雲で米山記念奨学委員会の第1回目が開催されましたが、各RCの委員の半数が欠席となり顔合
わせとはなりませんでしたが、指定校の選定とスケジュールは決定致しましたことご報告いたします。
旧ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。

平松会員 : 山下副会長、鈴木副幹事、小松原S.A.A.、日笠副S.A.A.、皆様にはひとかたならぬお世話になりまし
て厚く御礼申し上げます。

氏房会員 : ひな壇の皆様、一年間ご苦労様でした。
高橋会員 : あと1回、例会出席を頑張れば、今年度100％出席が出来そうです。事務局に聞くと今年度中にご褒

美が出るとの事なので前もってスマイルをしておきます。
川本会員 : 今回でノルマ達成です。
鈴木会員 : 結婚記念日にステキなお花をありがとうございました。
楠　会員 : 週末まで出張の為、例会を欠席します。久松次年度会報部会委員長、1週間前倒しになり申し訳あり

ませんが、今週より週報作業宜しくお願い致します。会員の皆様、1年間会報部会にご協力いただき
ありがとうございました。

 17件 68,000円（累計 1,858,219円）

－３－

本日のメニュー（６月24日）
あさりの冷製パスタ　ライム風味
牛フィレ肉の網焼き　ベアルネーズソース
パン、コーヒー、デザート

次回のメニュー（７月１日）
八　寸　久米島産水雲　出汁巻玉子　太刀魚若狭焼
　　　　一口薩摩揚げ串打ち　小袖かまぼこ（赤）
　　　　ワサビオクラ　蓮根八方煮
御造り　瀬戸内産真鯛脱水〆　芽物一式　県産昔醤油
　　　　フルール・ド・セル
焚合せ　皮付き豚柔らか煮　焼瓜南瓜　ぶぶあられ
　　　　共地飴　溶き辛子　黒胡椒
小　鉢　焼茄子谷中八方地漬　玉葱南蛮漬　セルフィーユ
御飯　岡山県産こしひかり　　赤出汁　三種　　　香物　三種

　　会報部会／楠　慎平・山田喜広・原　全伸

家族親睦旅行
　

歴史同好会 歴史同好会幹事　堀　川　辰　也
　歴史同好会第二十三回定例会を演題は「囲碁の歴史」と題し、横山俊彦会員を講師として6月26日
㈬18時30分から西川荘にて開催いたしますので、皆様方のご参加をお待ちしております。

前回メニュー（6月17日） ： 
鰻の陸蓮根とろろ丼

例会情報 例会情報 例会情報 例会情報 


